
パンフレット

VIAVI
オペレーショナルエクセレンスにつながる
フィールドでのファイバー作業者の効率を
向上するOTDRソリューション

利点
	y 使いやすい操作性により、学習やトレー
ニングにかかる時間を最小化 

	y 複雑なテストタスクを簡素化するための
アシステッドテスト/ワークフロー

 y 1 つのデータセット、3 つの結果表示
（SmartLink マッパー、トレース、テー
ブル）で、アプリケーションを切り替え
ることなくユーザープロファイルと環境
設定に一致

	y 高速でエラーのないテストにより、カス
タマーサービスの中断を回避

	y 即時双方向 OTDR 分析「TrueBIDIR」	
（特許取得済）により、現場以外での作
業や後処理作業を回避

 y VIAVI ワークフロースイート（TPA）を使
用してレポートを迅速に送信し、管理作
業を簡素化

アプリケーション
	y ネットワークの構築と保守：

- エンタープライズ/LAN
-  データセンターインターコネクト
（DCI）
-  アクセス：FTTx、FTTH、オプション
のパッシブ光ネットワーク（PON）

- CATV HFC、DAA、リモート PHY
- ワイヤレス/FTTA/5G x ホール
- メトロ（WAN） 
- コアネットワーク/長距離回線

VIAVI ソリューションズは、あらゆるスキルレベルの作業者に、
すべてのネットワークテスト構成と要件をカバーする、前例の	
ない OTDR 機能を提供します。

OTDR 測定器はその技術仕様に加え、主要な性能を素早く/容易
に活用できる必要があります。これらの機能は、フィールド作	
業者の効率を最適化し、正確で再現可能な測定を確実に実施し	
ながら、テストプロセス全体を高速化するための鍵となります。

直感操作ユーザーインターフェイスにより、効率性が向上し、	
作業の質が向上し、トレーニングやサポートの量が削減され	
ます。高度でインテリジェンスな機能により、パッシブ光要素	
を検出して正確な測定を実行し、強固なネットワーク基盤を保	
証する優れたリンク特性を提供します。テストプロセスオート	
メーション（TPA）は、ジョブ情報の入力からレポーティング	
や結果管理まで、単調で複雑なタスクを自動化します。

https://viavisolutions.jp
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使 い や す い 操 作 性 に よ り 、 習 得 時 間 を 
最小限に抑え、管理機能を向上

直感的なスマートデバイスコントロールと人間工	
学に基づいたユーザーインターフェイスを備えた	
初の OTDR です。高速で応答性に優れ、指先で意	
のままに制御できます。マルチタッチ、スワイプ、
ピンチズーム、スクロール、長押しジェスチャー等
により、機器の制御と結果の操作性が向上します。

情報を好みの表示方法で表示

SmartLink、トレース、およびテーブルがすべて 1  
か所に表示されるため、結果を自分に最も適切な方
法で表示できます。即時切り替え、再テストなし、
表示間のデータの相関関係により、シームレスな分
析が可能になり、作業が容易になります。

トレース分析に伴う悩みの種を解消

SmartLink マッパー（SLM）は分析を実行し、診断結
果を故障した要素の修理方法のガイダンスとともに
提供します。すべての要素を迅速に識別し、ラベル
を付けし、イベントの拡張された説明とクリアな合
否情報を記述したシンプルなリンクマップで表示し
ます。選択したイベントを直接関連付けることで、	
SmartLink 表示とトレース表示を容易に切り替える	
ことができます。

セットアップ不要、ガイド付きで再現可能な
テスト

誰でも使える OTDR SmartTEST OTDR は、複雑な 
OTDR の設定パラメータをすべてなくし、初期設定、
テスト、結果のレビュー、およびレポーティングを	
フィールド作業者に提供するアシスタントです。

テスト構成のローディング（SmartConfig）

基本パラメータ（波長、起動ケーブル長、
アラーム）

SmartLink 収集を開始し、測定の合否判定
を検証して障害を特定

結果/レポート PDF、Telcordia（sor）および 
json を保存
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専用の SLM ソフトウェアアプリケーション

 y Mobility/5G: FTTA-SLM  y FTTH/PON: FTTH-SLM

https://www.viavisolutions.com/en-us/literature/ftta-slm-application-t-berd-mts-otdr-platforms-data-sheets-en.pdf
https://www.viavisolutions.com/en-us/literature/ftth-smart-link-mapper-ftth-slm-brochures-en.pdf
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True BIDIR  とループバック  –  オンボード 
リアルタイム双方向 OTDR 分析

TrueBIDIR アプリケーションは、リアルタイムの双方向	 
OTDR 結果分析を提供します。双方向 OTDR 分析は、ファ	
イバーリンク上のすべてのイベントに関する損失情報をま	
とめて、測定値の平均を計算し、より正確な「真」の損失	
測定値を提供します。後処理分析作業の必要性をなくし、	
現場にいる間に障害のあるファイバーを修正または修理す	
るための是正措置を実施できるようになります。

確実なテスト 

OTDR テストポートの健全性チェックは、すべてのテスト	
で良好な起動条件を保証し、高い測定精度を実現します。	
ライブトラフィックの常時検出により、伝送装置の損傷や	
測定結果の低下を防ぐことができます。

ネットワークライフサイクル全体をカバーする単一ツール

1625nm または 1650nm のフィルタリングされた波長を含む 3 つの波長を組み合わせた単一ポートアプローチにより、
ネットワーク構築、メンテナンス、およびライブネットワークのトラブルシューティング用の単一ツールを提供し	
ます。ライブトラフィックが存在する場合でもテストポートを移動する必要はありません。インサービス/フィルタ	
リングされた波長に切り替えるだけで、ネットワーク構築タスクとトラブルシューティングタスクの間でシームレス	
に変更できます。また、ファイバーが将来の C または L バンド（xWDM）運用対応であることも証明します。

OTDR によるテストデータとレポーティングの管理

ファイル命名規則はカスタマイズ可能であり、リンクの
詳細な説明と指定を結果のファイル名に含めて、ファイ
ルをより整理して保存できます。また、自動保存機能に
よりファイバー番号の増分と結果ファイルの保存が行わ	
れるため、ファイル命名エラーが回避されます。オン	
ボードのレポート生成機能により、提出用の結果を準備す	
るための後処理の手作業が不要になります。テストされ
たすべての波長の変更結果を 1 つのレポートにまとめる
ことで、テストレポートの量が半分に削減され、ファイ
ル管理の負担が軽減されます。

Print	Date	:	15/02/2021	10:32 File	:	CABLE_FIBER006-OE-15_02_2021_10_30_53.pdf

Cable	Id	: CABLE Fiber	Id/Number	: FIBER	6

Location	A	: LOCATION	A Location	B	: LOCATION	B

Job	Id	: Vz	QR	Code Technician	Id	: Me

MTS	4000	V2	(S/N	EBAH05431) 4138	FB65-FCOMP	(S/N	00124) Calibration	date	:	2020/12/11 Date	:	15/02/2021	10:30	(UTC+0)

Test	Setup

OTDR	EXPERT Laser:1310nm Pw:10ns Range:5km Time:10.0s IOR:1.46750(G652	G657) Bckscat.:-79.0	dB

OTDR	EXPERT Laser:1550nm Pw:10ns Range:5km Time:10.0s IOR:1.46800(G652	G657) Bckscat.:-81.0	dB

OTDR	EXPERT Laser:1650nm Pw:10ns Range:5km Time:10.0s IOR:1.46850(G652	G657) Bckscat.:-81.0	dB

Alarms

Thresholds Default

Connector	Loss	(dB) >0.50 Splice	Loss	(dB) >0.20 Slope	(dB/Km) >1.00

Reflectance	(dB) >-35 ORL	(dB) <27

Summary

Filename Laser	nm Link	Loss	dB Link	Orl	dB Fiber	End	Km Direction Avg	Loss Event Alarms

CABLE_FIBER006-OE-

15_02_2021_10_30_53.msor
1310 2.155 29.23 1.731 LOCATION	A	->	LOCATION	B 0.001 10

1550 2.234 29.35 1.732 LOCATION	A	->	LOCATION	B 0.001 11

1650 3.332 28.21 1.732 LOCATION	A	->	LOCATION	B 0.002 11

-0.020 -0.000 0.051 0.148 0.166 0.369 0.466 0.670 1.184 1.688

1.730 1.732	Km

Event Distance Loss Reflect. Slope Section T.	Loss

Km dB dB dB/km Km dB

1 -0.020 -72.55 0.000 0.000

2 0.000 0.325 -49.14 0.877 0.020

3 0.051 0.342 -28.89 0.987 0.051 0.050

4 0.148 0.334 -56.31 0.097 0.485

5 0.368 0.312 0.426 0.220 0.913

6 0.467 -0.273 0.330 0.099 1.257

7 0.670 0.531 0.258 0.203 1.035

8 1.184 0.106 0.300 0.514 1.720

9 1.688 0.141 -58.39 0.315 0.504 1.984

10 1.731 -42.40 0.664 0.043 2.155

Event Distance Loss Reflect. Slope Section T.	Loss

Km dB dB dB/km Km dB

1 -0.020 -71.96 0.000 0.000

2 0.000 0.269 -49.83 0.020

3 0.051 0.043 -28.79 0.039 0.051 0.001

4 0.148 0.187 -57.54 0.097 0.268

5 0.166 0.575 0.018 0.457

6 0.369 0.260 0.376 0.203 1.108

7 0.466 -0.317 0.160 0.098 1.383

8 0.670 0.528 0.240 0.204 1.114

9 1.184 0.428 0.173 0.514 1.730

10 1.688 0.093 -58.94 0.182 0.504 2.249

11 1.732 -56.87 0.044 2.234

Event Distance Loss Reflect. Slope Section T.	Loss

Km dB dB dB/km Km dB

1 -0.020 -71.28 0.000 0.000

2 0.000 0.185 -48.95 0.020

3 0.051 -0.354 -27.52 1.001 0.051 0.051

4 0.148 1.295 -57.29 0.097 0.100

5 0.369 0.209 1.266 0.221 1.674

6 0.466 -0.323 0.465 0.098 1.928

7 0.670 0.528 0.312 0.204 1.670

8 1.184 0.814 0.225 0.514 2.314

9 1.688 0.104 -57.97 0.197 0.504 3.228

10 1.730 0.000 -50.46 0.317 0.042 3.332

11 1.732 -46.54 0.003 3.332
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Smart Acquisition（SmartAcq）は、完全に自動化されたマルチパルス収集プロセスで、ポイント
ツーポイントトポロジーのスプライス、コネクター、MUX/DEMUX（近端および遠端の両方）など
のすべての光ネットワーク要素の検出を最適化し、最大化します。見やすくするために、異なるパ
ルス幅収集から取得した複数のトレースを組み合わせて、波長ごとのイベントの単一のグラフと表
を作成します。VIAVI OTDR の標準装備。

内蔵された ISO/IEC および TIA のしきい値は、ファイバーの構築/導入が業界標準に準拠している
ことを認証します。カスタムの合否しきい値は、手動で設定し、SmartConfigTM（.cfg）ファイルと
して保存でき、いつでも共有および再読み込みできます。合否イベントは、テスト結果で即座に強
調表示され、生成されるレポートは定義されたアラーム基準に基づいています。

リアルタイム収集は、ネットワーク構築中に、接合されている光学素子や光ファイバーの屈曲によ
る損失を確認するために通常使用され、2 つのカーソル間のセクション損失を測定したり、コネク
ターの ORL 反射率を測定するためにも使用できます。

自動およびカスタムセットアップでは、作業者は OTDR を手動で（パルス幅、範囲、分解能、平均
化時間などを指定することで）設定するか、SmartAcq の自動設定を利用することを選択できます。
設定が完了すると、保存して複数の計測器と共有できるため、すべての作業者がテストパラメータ
の一貫性を保証し、測定の一貫性と再現性を確保できます。

高度な解析と正確な測定は、A カーソルと B カーソルを使用して行うことができ、作業者はファ	
イバーの特定のセクションの損失（2 点法または 5 点法を使用）、反射率、ORL、減衰（dB/km）
を手動で計算できます。

イベントの位置メモリ

ロックされると、すべてのファイバーで高い測定の一貫性と再現性を確保するために、以降のすべ
てのテストではイベントの位置は固定されたままになります。多ファイバー数のケーブルを展開す
る場合、1 つのファイバーストランドで検出された光信号要素（またはイベント）は、他のストラ	
ンド上の同じ位置にある可能性が高くなります。イベントの位置を記憶することで、ユーザーは	
自動的に検出されたか、手動で追加されたイベントの位置を「固定」できます。

トレース比較（基準オーバーレイ）

基準トレースを当日の測定値と比較する機能は、時間の経過に伴うファイバーインフラの劣化を	
評価して、メンテナンスが必要かどうかを判断したり、障害診断を確認したりするための鍵とな	
ります。

詳細分析と強化された管理機能

エキスパート OTDR は、詳細な分析とさまざまなタイプ
のファイバーのリンクやネットワークシナリオ用のテス
ト設定の管理を強化する必要のある建設作業者向けに設
計されています。
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作業者、タスク、テストデータの管理

テストプロセスオートメーション（TPA）を利用することで、作業者は
毎回、必ず初回でエキスパートレベルのテスト結果を得て、プロジェ	
クトを終了することができます。TPA はワークフローを最適化し、エラー	
が発生しやすい手作業をなくし、作業の終了、チームの進捗状況の更	
新、ネットワークの正常性分析に関する即時データレポートを自動作成
するクローズドループテストシステムです。作業を効率的に実施するこ	
とで、確実に高品質のネットワーク構築、迅速なターンアップ/アクティ	
ベーションが可能になり、作業の可視性を高めることができます。

ファイバー作業の管理：

手順ガイドと自動作業レポートを使用した作業
の計画と割り当て 

 y VIAVI Mobile Tech アプリを使用して、ジョ	
ブの詳細なテスト計画を作成、割り当てて、
作業者の計測器に送信できます。

	y テストを特定作業の作業指示書に関連付け	
ます。

	y 個々のテストタスクのシーケンスを一つの	
作業にまとめることができます。

	y 計測器の UI には、タスクの指示、進捗状況、
および結果がステップバイステップで表示されます。

	y ワークフロー監査の詳細によるテキスト結果の充実 - 位置データ、タイムスタンプ、
マルチメディアの添付（写真、署名のキャプチャ）など。

mailto:support.japan%40viavisolutions.com?subject=
https://viavisolutions.jp
http://www.viavisolutions.jp
https://viavisolutions.jp

